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支払基金改革を報じるマス・メディア

2018年度 （2017年度）
歯科 972 178
美容関係 368 237
癌関係 184 144
その他※ 277 119
合計 1801 678
※眼科、内科、整形外科、産婦人科等

忍び寄る
医療保険

「改革」
下

　

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
で
は
、
保
険
者
が
支
払
基

金
に
支
払
う
審
査
手
数
料
の

見
直
し
を
目
指
す
。
現
行
の

「
レ
セ
プ
ト
の
枚
数
」
を
基

準
に
し
た
設
定
に
加
え
て
、

「
審
査
の
内
容
等
」
を
勘
案

し
た
段
階
的
な
料
金
体
系
へ

の
変
更
を
計
画
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
審
査
の
レ
セ
プ
ト
は
低

料
金
化
す
る
一
方
で
、
審
査

の
多
い
レ
セ
プ
ト
ほ
ど
手
数

料
が
高
く
な
る
仕
組
み
だ
。

　

審
査
内
容
に
よ
る
「
歩
合

制
」
の
料
金
体
系
に
つ
い

て
、
保
団
連
は
「
手
数
料
と

審
査
内
容
が
リ
ン
ク
す
る
こ

と
で
、
支
払
基
金
側
に
（
審

査
内
容
が
多
い
）
高
額
レ
セ

プ
ト
な
ど
を
査
定
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
」
と

懸
念
し
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

　

さ
ら
に
同
法
で
は
、
支
払

基
金
と
国
保
連
合
会
の
業
務

に
「
デ
ー
タ
分
析
等
」
を
新

た
に
追
加
す
る
。
レ
セ
プ
ト

や
特
定
健
診
な
ど
の
健
康
・

医
療
・
介
護
の
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
産
官
学
で
利
活
用
す
る

と
し
て
い
る
が
、
問
題
は
そ

の
狙
い
だ
。

　

厚
労
省
は
「
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
改
革
推
進
計
画
」
で
、

「
審
査
支
払
機
関
を
『
業
務

集
団
』
か
ら
『
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
す
る
頭
脳
集
団
』

に
改
革
す
る
」
こ
と
を
掲
げ

て
い
る
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改

革
の
目
的
は
医
療
費
削
減

だ
。
支
払
基
金
が
「
自
ら
考

え
、
行
動
す
る
」
の
は
、
医

療
費
削
減
の
た
め
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
分
析
・
利
活
用
に

な
る
。

効
率
化
の
推
進
役

　

そ
も
そ
も
支
払
基
金
は
、

①
診
療
報
酬
の
支
払
い
の
迅

速
化
②
保
険
診
療
の
請
求
事

務
の
簡
素
化
―
―
な
ど
に
対

応
す
る
目
的
で
、
１
９
４
８

年
に
設
立
さ
れ
た
。
医
師
・

　

改
正
医
療
法
で
医
療
機
関
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
が
広
告
規
制
の
対
象
と
な

っ
て
２
年
が
経
つ
。
厚
労
省
は
こ
の

間
、「
医
療
広
告
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
と
「
Ｑ
＆
Ａ
」
を
公
表
す
る
と

と
も
に
、「
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
」

で
監
視
体
制
を
強
め
て
い
る
。
一
部

の
会
員
に
は
同
省
か
ら
改
善
を
求
め

る
通
知
が
届
い
て
お
り
、
戸
惑
い
と

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
医
療
広
告

の
規
制
に
つ
い
て
連
載
で
解
説
す

る
。

◇

　

同
省
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
監
視
強

化
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
美
容
医
療

や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
関
す
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
。
２
０
１
５
年
に
内
閣

府
の
消
費
者
委
員
会
が
医
療
広
告
の

適
正
化
な
ど
を
厚
労
相
に
建
議
し
た

こ
と
を
受
け
、
17
年
度
か
ら
ネ
ッ
ト

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
主
に
自
由
診

療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
な
ど
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
適
正
化
を
目
指
し
て

い
る
。

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

　

ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
事
業
報
告

に
よ
る
と
、
医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
抵
触
す
る
と
し
て
審
査
対
象
に

な
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
18
年
度
で

１
８
０
１
件
に
上
っ
た
。
前
年
度
か

ら
約
３
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
監
視

強
化
が
伺
え
る
。

　

サ
イ
ト
の
内
訳
は
、
歯
科
が
９
７

２
件
（
前
年
度
比
７
９
４
増
）
と
突

出
。
次
い
で
、
美
容
関
係
３
６
８
件

（
同
１
３
１
増
）、
癌
関
係
１
８
４

件
（
同
40
増
）
と
続
く
。
パ
ト
ロ
ー

ル
は
一
般
通
報
と
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

を
通
じ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
違
反

が
あ
れ
ば
各
医
療
機
関
に
通
知
す

る
。
改
善
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

都
道
府
県
が
医
療
機
関
を
指
導
す
る

こ
と
に
な
る
。

指
導
強
化
へ
協
議
会

　

18
年
度
の
通
知
は
１
１
９
１
に
上

り
、
そ
の
う
ち
改
善
さ
れ
た
の
は
広

告
の
中
止
を
含
め
１
０
８
７
だ
っ

た
。
大
半
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
記
載

内
容
を
改
め
た
り
、
削
除
し
た
り
し

て
い
る
が
、
一
部
未
対
応
と
な
っ
て

い
る
サ
イ
ト
も
あ
る
。

　

今
後
、
同
省
は
自
治
体
代
表
や
医

療
団
体
の
代
表
な
ど
で
つ
く
る
「
医

療
広
告
協
議
会
」（
仮
称
）
を
設
置

し
、
監
視
・
指
導
の
全
国
的
な
統
一

を
図
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
監

視
の
強
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
医

療
機
関
の
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
次
回
か
ら
広
告
規
制
の
具

体
的
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

 

（
毎
月
25
日
付
掲
載
）

歯
科
医
師
が

一
定
の
安
心

感
を
も
っ
て

保
険
診
療
に

専
念
で
き
る

条
件
が
整

い
、
国
民
皆

保
険
体
制
の

安
定
化
に
道

を
つ
く
っ

た
。

　

し
か
し
、

80
年
代
以

降
、
政
府
の

　協会は13日、難波髙島屋前で核
兵器の廃絶を訴えた。役員・事務
局員らが署名への協力を呼びかけ
た。

医
療
費
適
正
化
対
策
が
本
格

化
。
厚
生
省
（
当
時
）
の

「
保
険
者
機
能
強
化
」
に
も

連
動
し
、
再
審
査
請
求
の
容

認
件
数
の
削
減
強
化
を
進
め

る
な
ど
、
国
民
の
受
療
権
を

侵
害
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ

た
。

　

さ
ら
に
小
泉
構
造
改
革
の

中
で
03
年
に
民
間
法
人
化
さ

れ
て
以
降
、
保
険
者
か
ら
の

審
査
支
払
手
数
料
の
低
減
化

や
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
の
「
医
療
の
効
率

化
」
の
推
進
役
を
担
っ
た
。

今
回
の
法
改
定
に
伴
い
、
医

療
費
抑
制
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
「
効
率
化
」
を
目
指
し

て
い
る
。
国
民
皆
保
険
制
度

を
支
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
審

査
制
度
の
維
持
・
発
展
の
た

め
、
あ
る
べ
き
姿
が
問
わ
れ

て
い
る
。

 

（
お
わ
り
）

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
６

日
、「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
に
対
応
す
る
た
め
、
桂

好
志
郎
社
会
保
険
労
務
士

（
写
真
）
を
講
師
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
い
た
。

　

桂
氏
は
、
義
務
化
さ
れ
た

「
年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇

の
確
実
な
取
得
」
を
中
心

に
、
労
務
管
理
と
職
員
の
ス

キ
ル
維
持
培
養
の
観
点
か
ら

解
説
。
職
場
の
ル
ー
ル
を
互

い
に
認
識
し
守
る
こ
と
で
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
、
安
定

し
た
雇
用
環
境
に
つ
な
が
る

と
し
た
。
有
休
中
の
職
員
の

業
務
を
他
の
職
員
が
補
う
こ

と
で
、
複
数
業
務
を
こ
な
せ

る
「
多
能
化
」
が
図
ら
れ
医

院
の
レ
ベ
ル
も
向
上
す
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

有
休
取
得
に
つ
い
て
は
、

①
職
員
が
請
求
し
取
得
②
労

使
協
定
を
結
び
付
与
③
院
長

が
指
定
し
て
付
与
―
―
の
３

種
類
が
あ
り
、
職
員
の
や
る

気
を
支
え
る
視
点
で
対
応
し

て
ほ
し
い
と
強
調
。
セ
ミ
ナ

ー
に
は
30
人
が
参
加
し
た
。

審
査
支
払
機
関
②

医
療
費
削
減
の
「
頭
脳
集
団
」

子
ど
も
の
貧
困

　

こ
れ
ほ
ど
詭
弁
を
弄
す

る
政
権
が
過
去
に
あ
っ
た

か
。「
低
所
得
を
理
由
と

し
て
子
ど
も
の
健
康
面
で

格
差
が
生
じ
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
参

院
内
閣
委
員
会
で
宮
腰
光

寛
特
命
担
当
相
が
強
弁
し

た
。
６
月
11
日
、
田
村
智

子
議
員
（
共
産
）
の
質
問

に
対
す
る
回
答
だ
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
の
学
校
歯
科
治
療
調
査

を
取
り
上
げ
た
田
村
議
員

は
、
要
受
診
の
子
ど
も
の

う
ち
未
受
診
率
が
小
学
校

50
・
８
％
、
中
学
校
65
・

３
％
、
高
校
82
・
０
％
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
国

立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究

所
の
17
年
の
調

査
で
は
、
金
銭

的
理
由
で
受
診
で
き
な
い

世
帯
が
２
・
３
％
あ
っ
た

こ
と
を
挙
げ
、「
経
済
的

理
由
で
受
診
で
き
な
い
子

ど
も
が
い
る
」
と
健
康
格

差
対
策
を
求
め
た
。

　

そ
の
答
弁
が
冒
頭
の
発

言
だ
。
貧
困
が
健
康
格
差

を
生
む
こ
と
は
、
研
究
者

や
医
療
関
係
者
の
間
で
は

常
識
だ
。「
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
」
と
平
然

と
言
い
放
つ
の
は
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
責
任
を

持
つ
政
府
の
言
葉
と
は
到

底
思
え
な
い
。

割
合
は
、
そ
れ
以
外
の
世

帯
の
約
２
倍
に
上
っ
た
。

　

低
所
得
と
健
康
格
差
を

示
す
研
究
は
数
多
く
あ
る

が
、
注
目
す
べ
き
は
内
閣

府
が
16
年
に
公
表
し
た
調

査
研
究
だ
。
世
帯
所
得
と

子
ど
も
の
う
歯
割
合
に
は

差
を
認
め
て
い
る
。

　

そ
の
場
し
の
ぎ
の
「
嘘

と
ご
ま
か
し
」
で
答
弁
す

る
の
は
、「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

に
反
す
る
重
大
な
問
題

だ
。
大
綱
で
は
、
基
本
方

針
に
「
子
供
の
貧
困
の
実

受
診
で
き
な
い
背
景
に

は
、
経
済
的
理
由
の
ほ
か

に
保
護
者
の
長
時
間
労
働

や
健
康
へ
の
認
識
不
足
、

ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
様
ざ
ま

な
事
情
が
あ
る
。
受
診
ま

で
に
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
の
数

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
そ

れ
だ
け
に
健
康
格
差
の
解

消
に
は
総
合
的
な
貧
困
対

策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
の
医
療

費
を
国
の
責
任
で
無
料
化

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も

「
経
済
的
理
由
」と
い
う
ハ

ー
ド
ル
は
取
り
除
け
る
。

政
府
は
実
態
と
真
摯
に
向

き
合
い
、
抜
本
的
な
対
策

に
踏
み
出
す
べ
き
だ
。

関
連
が
あ
る
と
明
記
し
、

「
年
収
が
３
０
０
万
円
以

上
で
は
１
本
以
上
の
う
歯

が
あ
る
割
合
は
約
10
％
あ

る
が
、
３
０
０
万
円
未
満

で
は
26
％
に
上
っ
て
い

る
」
と
説
明
。
政
府
自
身

が
低
所
得
に
よ
る
健
康
格

態
を
踏
ま
え
て
対
策
を
推

進
す
る
」
と
位
置
付
け
て

い
る
。
実
態
か
ら
目
を
逸

ら
し
、
無
策
の
ま
ま
放
置

す
る
の
は
国
民
へ
の
背
信

行
為
で
あ
る
。
断
じ
て
容

認
で
き
な
い
。

　

貧
困
世
帯
の
子
ど
も
が

　

子
ど
も
の
健
康
格
差
は

深
刻
だ
。
東
京
都
足
立
区

は
２
０
１
５
年
に
区
内
の

小
学
１
年
生
の
健
康
状
態

や
家
庭
の
状
況
を
調
査
し

た
。
低
収
入
な
ど
の
「
生

活
困
難
」
世
帯
の
子
ど
も

で
う
歯
が
５
本
以
上
あ
る

詭
弁
よ
り
医
療
無
料
化
を

2018年度に審査対象となったサイトの内訳（件数）と割合

美容
21%
美容
21%

歯科
54%
歯科
54%

癌
10%
癌
10%

その他
15%
その他
15%

厚労省：ネットパトロール事業報告から作成

不適切サイト 歯科が突出

医
療
広
告
規
制

なるほど！

１

桂
氏
「
や
る
気
支
え
る
視
点
で
」

大阪市西部地区 髙島屋前で宣伝
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

「
働
き
方
改
革
」へ
の
対
応


